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１ 横浜経済の規模 

横浜市の市民総生産額は約 14 兆 3,800 億円で東京に次いで全国 2位。 

家計最終消費支出は約 8兆 3,800 億円と政令市では最も多い。 

市民の所得の大きさと家計の消費力の大きさが横浜経済の特徴となっている。 

    ＜市民総生産他都市比較＞ 

 
 
  
２ 就業構造 

横浜市の※就従比率は 82.3 で 100 を下回っている。これは 

就業者の市外への流出が、市内への流入を上回っていることを 

示しており、川崎、千葉、さいたまなど首都圏の他の自治体と 

同様に、東京の大きな吸引力の影響を受けている。 
  ※就従比率＝市内従業者数／市民就業者数 
 
３ 市民税総額と法人市民税の割合 

横浜市の市民税額は、個人市民税額が 2,845 億円と非常に大きく、法人市民税は

515 億円でその比率は 15.3％と、他都市に比べて低い割合となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

４ 産業構造 

市内総生産額の産業別構成比をみると、製造業 

などの第２次産業の割合が減少する一方、サービ 

ス業などの第３次産業の割合が増加している。 

 
５ 主な産業の状況等 

(1) 製造業 

市内中小製造業の経営上の強みは、全体 

としては「短納期」を強みとする事業所が 

多いが、優れた技術力のある事業所は「技 

術開発力」を強みとする事業所の割合が高 

い。（平成22年度「中小製造業技術実態調査」より） 
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14,383,423百万円
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Ⅰ 横浜経済の現状 
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